
経務言命
き事七十一巷 第二競

プノレクョア経済摩の俗vre化主民放問題
出 r1 勇殿(1 ) 

賢業rii]ヰ:舎の向背・・・・・・・・・・・・目 市 原 亮 平 (11) 

庄原リョ←ノレの問題日目・・・・・・・縞 堀 江 英 一(31) 
仕しがき 明江英

徳川時代における山鳩闘の農民間宰 ・回目・・.... 大 槻 弘

備中倉勲における新蹴古械の抗守 ・・ 内藤正中

ド4ツ銭鋼業の管理形態・・・・・・・ 中 村忠一 (49) 

[昭和二十八年二月J

京都大亭鰹溝手舎



備
中
倉
敷
に
於
け
る
新
鵡
・
古
鵡
・
の
抗
争

儀

商

人

百蔓

付
基
盤
調
特
の
地
持
へ
「
植
物
聖
司
法
」
を
行
い
、
(
「
日
本
州
制

作
要
樟
」
豆
大
吾
む
金
肥
を
使
用
す
る
事
に
よ
均
質
棉
四
十
賞
を
枚
量

L
、

(
大
田
永
常
柏
市
剛
要
蕗
)
米
作
の
五
二
ヘ
倍
に
常
る
牧
盆
を
上
げ
石
へ
「
法
日
部

鶴
」
一
一
一
主
主
備
中
木
綿
で
は
備
中
英
藩
に
於
け
る
如
き
、
繰
綿
|
|
機

庄
屋
リ
コ

1
凡
の
問
題

建

内

藤

E 

中

出
問
五
什
程
の
祉
脅
的
分
業
が
確
立
さ
れ
て
〈
繰
師
一
品
和
五
度
傾
誼
し
様
之
-
周

ぜ
宜
致
事
「
日
本
綿
作
要
同
』
し
も
一
貫
v

児
島
地
方
で
は
憤
範
闇
且
高
度
の
工
業

生
震
が
展
開
さ
れ
る
。

A

『
天
田
十
=
手
掛
掴
出
」
「
児
時
間
陸
同
八
五
買
)
だ
が
商

品
極
関
由
民
開
は
農
村
構
法
を
改
箆

L
、
新

L
い
樹
立
を
醸
成
す
る
。
天
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庄
屋
リ
コ
ー
ル
の
問
題

E
前
後
に
新
関
さ
れ
た
純
農
村
倉
敷
も
、
吉
備
の
沃
野
を
控
え
た
米
毅
の

集
散
地
、
木
綿
の
出
荷
地
に
、
或
い
は
農
村
市
場
と
な
る
に
及
び
、
従
前

に
比
L
戸
敏
人
口
共
に
=
倍
に
増
大
し
、
〔
「
元
醐
八
年
割
糊
幅
』
芭
副
刊
七

年
村
明
細
帳
」
の
比
較
)
豆
割
の
商
工
業
者
を
持
つ
に
至
る
。
A

小
田
氏
支
醤
「
安
永

元
年
町
内
小
前
段
貨
師
L
)

天
領
故
の
低
率
貢
和
と
商
取
引
の
安
全
は
、
近
在
の

封
建
農
奴
に
農
を
捨
て
問
を
求
め
て
流
入
さ
せ
、
之
ら
流
入
移
住
者
の
中

か
ら
新
商
人

n新
臨
減
は
生
育

L
、
備
白
白
木
綿
の
流
通
過
程
を
舞
台
に
成

長
す
る
。

倉敷村農民階開成

医百姓原作司百姓計陣戸駿

;割1到すに
「懇J75関車時44朝日高言
買取良J (小野正究書】

館一表

第
七
十
一
省

六

第
二
蹴

四
，、

同
階
級
関
係
高
度
な
商
品
極
関
謹
遣
の
渦
中
に
立
つ
倉
敷
村
田

階
紐
闘
係
は
、
一
・
三
表
及
び
「
町
内
小
前
薗
買
恨
」
か
ら
弐
の
如
く
構

成
さ
れ
る

@
K暦
は
旧
来
よ
り
酒
屋
問
屋
の
特
簡
を
持
ち
、
村
役
人
を
調

占
ず
る
古
蹴
滅
。
そ
れ
は
十
石
以
上
四
百
石
に
至
る
十
毅
人
の
昔
農
地
主

暦
で
あ
り
、
そ
の
針
極
に
は
農
民
の
九
割
を
占
め
る
無
高
小
作
人
、
賃
織

目
傭
奉
公
に
従
う
賛
農
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
暦
が
位
置
す
る
。
こ
の
聞
に
綿
仲

文政十年倉敷村農民階層分1~

100石以上 5人 【15.3人%) 

100-80 。
80-50 4 19人

50-20 8 【5.0%)

20-10 7 

10-5 1τ 
53人

5-2 36 (14.1%) 

2-1 63 

1石-5斗 33 2971¥ I 

5ヰー1斗 107 (79.6%) 

.1斗以下 94 

計 374人 t3170409人0) 

第二表

買
hv
職
に
持
つ
新
融
祇
を
中
按
と
す
る
魚
屋
、
荒
物
屋
、
綿
打
屋
、
古
芦

屋
た

E
の
高
持
百
姓
を
主
体
と
し
た
中
農
暦
が
介
在
す
る
。
彼
ち
は
三
石

以
下
の
年
百
姓
で
あ
り
な
が
ら
、
商
買
を
管
む
事
に
よ
り
買
力
を
蓄
へ
、

と
昇
す
る
に
従
い
、
古
い
規
制
を
経
桔
と
感
じ
古
臨
訳
の
酒
屋
問
屋
商
人



H

富
農
地
士
一
暦
に
野
立
し
て
待
〈
。

伺
対
立
抗
挙
農
民
的
勢
力
に
よ
る
古
い
規
制
の
打
破
、
そ
れ
は

倉
敷
村
に
於
け
る
障
し
い
村
内
民
キ
化
の
斗
季
で
あ
っ
た
。

川
村
割
審
興
槙
要
求
寛
政
二
年
新
緑
祇
姐
島
屋
武
右
エ
門
は
村
割
に

到
す
る
額
百
性
の
参
興
を
庄
屋
に
要
求
す
る
。
「
悶
島
屋
武
右
エ
門
よ
り

村
割
に
立
合
可
申
段
庄
屋
へ
掛
合
有
之
候
庖
営
村
之
儀
は
前
々
よ
句
庄
屋

固
佐
代
十
一
一
一
人
立
合
割
来
リ
シ
故
他
之
百
性
之
儀
は
立
合
申
例
無
之
@
」

日
以
下
引
間
は
凡
で
大
原
氏
交
諜
耳
目
N

村
世
人
中
芭
児
島
屋
武
右
僻
円
大
事
之
事
」
)
庄
屋
白

拒
縮
か
ら
訴
献
は
直
接
代
目
白
に
持
訴
ま
れ
た
。
時
い
た
代
官
は
村
役
人
に

質
問
書
を
出
す
と
共
に
、
隣
村
庄
島
を
通
じ
て
続
得
き
せ
る
が
、
武
右
エ

門
は
耳
も
か
さ
ず
、
農
民
大
衆
は
小
割
役
町
役
拒
否
で
岡
崎
仁
、
更
に
代
官

の
訴
願
揖
演
し
に
憤
激
し
「
百
姓
白
内
十
人
十
主
づ
っ
問
者
場
へ
集
り
右

一
件
明
、
拶
致
度
」
と
胸
れ
廻
り
、
「
帥
田
町
性
中
ヘ
以
廻
文
催
促
凡
五

十
肝
斗
印
形
住
主
連
判
状
を
以
っ
て
代
官
に
抗
議
す
る
起
に
斗
事
は
議

長
す
る
。
か
L
る
意
外
な
大
衆
的
宗
威
に
代
官
も
遂
忙
屈
し
、
「
村
割
方

は
寺
院
を
か
り
惣
百
姓
立
合
村
役
人
立
合
に
て
剖
付
可
致
」
と
命
じ
、
農

民
側
の
勝
利
と
な
る
@

問
特
権
的
問
屋
追
放
と
年
番
に
上
る
自
主
的
運
瞥
古
来
よ
り
潤
法
株

主
十
石
在
持
ち
、
門
大
国
民
女
書
「
安
永
八
年
間
謹
君
主
眠
」
》
費
暦
九
年
来
繰
綿

問
屋
の
特
陪
を
持
つ
門
大
関
民
文
書
『
祭
雪
辱
繰
明
仁
代
担
引
話
出
入
L
U

古
脆
紙
の

和
泉
屋
は
、
問
屋
と
し
て
普
通
の
三
倍
九
分
五
屈
の
口
銭
を
取
っ
℃
い
た

圧
屋
P

コ
ー
ル
の
問
闘

事
か
ら
、
寛
政
周
年
二
月
下
仲
買
十
ん
に
よ
り
「
小
分
之
御
運
と
を
蕎
上

太
之
錦
子
を
町
内
よ
り
取
込
候
段
甚
不
均
」
故
「
和
泉
屋
繰
綿
運
k
之
義

柑
止
め
貰
度
」
ペ
大
開
庄
交
醤
づ
質
酷
四
押
〈
り
棉
一
件
)
と
連
暑
で
訴
へ
ら
れ
る
.

か
〈
て
入
月
「
出
綿
焼
印
」
は
庄
屋
に
渡
さ
れ
問
屋
の
任
誘
は
代
行
さ
れ

る
が
、
突
然
玉
嶋
撫
綿
問
屋
十
五
甘
か
ら
問
屋
停
止
を
理
由
に
「
曽
地
繰

綿
旺
御
取
引
は
雑
相
成
」
と
申
込
ん
で
来
た
。
だ
が
と
の
申
出
は
「
買
問

屋
十
王
師
之
了
簡
よ
め
日
候
犠
ニ
而
?
無
之
由
醤
地
和
泉
屋
の
践
に
よ
り

阿
賀
崎
直
屋
よ
り
十
五
軒
の
問
屋
方
へ
申
入
」
れ
た
和
泉
屋
の
反
撃
で
あ

っ
た
。
ハ
大
間
距
定
書
「
白
鳥
屋
刷
将
兵
衡
感
書
b

直
も
に
倉
敷
仲
買
人
も
「
是
は

営
村
之
-
件
一
一
而
各
様
方
へ
掛
合
一
一
相
成
申
儀
者
無
倒
産
」
と
降
職
す
る

が
、
玉
嶋
か
ら
は
何
の
返
答
も
な
い
宜
与
に
、
遂
に
「
営
秋
私
共
一
本
も

出
L
市
申
」
の
危
機
に
賞
り
、
「
皆
舶
積
一
一
致
下
関
筑
前
下
し
致
」
門
岡
よ

き
の
強
硬
策
で
訴
厨
を
開
け
る
@
こ
の
仲
買
人
の
強
い
志
志
と
玉
嶋
問

屋
間
身
の
商
賀
土
の
利
害
は
、
和
泉
屋

1
1阿
賀
崎
村
庄
屋

l
i玉
島
問

屋
町
反
動
体
系
を
周
一
理
さ
せ
、
正
月
に
は
玉
島
倉
敷
問
の
取
引
も
復
洞
、

更
に
六
月
調
泉
匿
の
問
屋
役
は
取
と
げ
ら
れ
、
下
仲
買
ら
に
「
本
戯
曲
之

焼
印
迄
被
下
置
右
十
軒
之
内
二
軒
づ
ふ
年
番
一
一
而
其
年
之
繰
綿
寅
綿
の
出

荷
数
可
改
」
弓
短
歌
四
年
繰
端
正
日
b
と
、
と
t
h

忙
自
主
的
な
年
番
制
に
よ
る

商
業
組
織
白
運
笹
が
決
り
、
運
上
、
口
銭
、
駄
賃
は
、
「
牢
番
四
軒
立
合

相
談
し
「
惣
方
得
心
」
の
上
決
定
き
れ
る
。
門
大
原
氏
文
書
「
一
官
甚
大
年
駄
健
一
噌
宮
ー
ロ

間
新
鵡
古
械
の
抗
守
H
村
役
人
町
人
民
選
題
相
次
ぐ
新
縦
波
の
勝
利

第
七
十
一
念

ム/、

第

醜

四
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庄
屋
リ
コ

T
凶
作
の
問
題

に
射
し
て
古
路
訳
の
衰
退
は
著
し
〈
、
「
近
東
者
追
々
困
窮
無
高
同
様
」

円
以
下
凡
て
主
眼
亜
久
雪
崩
繭
肯
副
主
枕
守
骨
料
」
U

と
な
る
庄
屋
は
公
金
楠
簡
を
蛤

晶
、
「
村
入
用
割
並
町
役
鋲
な
ど
追
而
相
関
難
心
得
」
主
農
民
に
押
し
か

け
ら
れ
、
「
諸
般
国
見
取
調
之
鹿
不
審
之
義
駿
多
有
之
ケ
保
書
附
」
で
詰

問
さ
れ
る
が
、
「
彼
是
粉
敗
退
答
時
立
頓
芭
市
内
不
色
の
儲
度
に
新
陳
涯

を
先
頭
に
し
た
農
民
大
衆
は
、
文
政
主
年
村
役
人
選
出
に
農
民
参
加
、
首

位
代
罷
免
を
要
求
し
て
立
ト
ャ
る
冶

「
一
、
淀
屋
年
寄
之
儀
山
首
代
相
勤
居
六
人
之
者
一
一
テ
惣
方
差
支
無
御

陸
尤
役
儀
進
退
之
節
山
村
役
人
を
取
極
宵
姓
代
江
反
相
談
以
連
印
御

願
可
申
上
新
一
二
取
宣
之
節
川
村
役
人
惚
宵
姓
熟
談
之
上
収
額
可
申
事

-
、
是
迄
之
百
姓
代
世
相
止
己
後
官
姓
代
取
極
之
節
ハ
村
佼
惣
百
姓
相

談
之
上
取
極
可
申
事
」

之
に
劃
し
て
村
佼
人
は
綱
辞
職
で
際
じ
、
南
波
は
こ
与
に
決
定
的
に
鞠

立
す
る
ω

訴
献
を
受
け
た
代
官
位
「
七
大
主
(
庄
屋
U

一
一
陣
之
御
札
も
無
之

願
書
御
差
戻
シ
エ
相
成
其
k
却
而
巌
敷
御
叱
リ
」
と
同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
仲
間

〉
一
新
時
間
涯
を
叱
り
つ
け
、
剰
き
へ
村
役
人
を
浩
通
り
に
任
命
し
た
。
か
く

で
新
時
限
・
農
民
大
衆
は
村
小
入
用
削
を
拒
否
す
る
と
共
に
日
間
訴
状
を

決
意
、
七
年
一
月
代
表
二
人
を
送
っ
て
勘
定
奉
行
の
裁
決
を
待
つ
が
、
此

の
間
新
政
祇
ほ
庄
屋
以
下
村
役
人
の
悪
事
不
正
を
暴
露
し
て
民
〈
農
民
大

衆
へ
訴
へ
ち
臨
線
統
一
を
岡
り
、
古
械
訳
亦
「
村
佼
人
を
相
浮
取
候
者
ハ

居
宅
打
虫
」
と
唱
へ
、
「
是
辛
乙
村
役
人
章
一
阻
受
度
超
願
ヲ
抱
取
付
中
家

第
七
十
一
程

四

^ 

ム，、

第

E虎

別
一
一
而
印
形
ヲ
取
廻
り
あ
〈
注
不
承
知
之
者
八
相
手
取
御
役
市
川
江
聞
出
」

と
い
う
強
引
な
手
段
で
、
新
線
肢
の
固
結
を
政
均
妨
害
せ
ん
と
企
一
句
、
る
@

だ
が
六
年
に
わ
た
る
斗
事
も
文
政
十
年
遂
に
代
官
l
l村
役
人
が
敗
れ
、

「
庄
屋
年
寄
之
儀
倉
敷
一
村
高
持
胃
姓
共
以
入
札
攻
極
候
百
姓
代
之
儀

者
ハ
尺
頃
百
姓
共
住
周
之
寂
斗
侯
積
定
壁

と
農
民
大
衆
の
要
求
比
一
日
姓
代
龍
免
島
町
村
役
人
全
部
の
入
札
に
誼
裂

援
し
、
十
一
年
二
月
倉
敷
村
人
民
濯
患
は
執
行
き
れ
、
新
・
古
南
波
か
ら

一
人
づ
L
選
出
し
て
、
世
襲
庄
屋
は
擾
止
さ
れ
た
。

回
展
望
中
期
以
降
木
綿
賢
買
に
従
事
し
、
麗
〈
闘
「
円
市
場
を
相

手
に
活
躍
し
て
来
た
新
路
波
の
と
昇
は
著
し
い
が
、
新
岡
関
宮
・
締
綿
問

屋
、
米
穀
問
屋
、
喜
田
大
名
貸
に
進
出
し
た
新
時
慨
は
、
商
業
高
利
貸
資

本
"
寄
生
地
主
と
し
て
新
し
く
農
村
の
支
出
者
と
な
る
に
至
り
、
夫
第
に

背
後
の
農
民
大
衆
か
ら
自
ら
を
区
別
し
て
仔
く
。
恰
も
危
機
に
旺
聞
す
る

封
樟
領
主
は
、
打
開
の
道
を
こ
の
析
し
い
農
村
女
四
者
に
求
め
、
扶
持
米

商
字
槽
万
御
免
の
好
餌

e、
或
い
は
事
費
制
度
を
通
じ

τ自
己
の
側
に
組

入
れ
ん
と
す
る
。
「
新
し
き
」

H

鑓
草
的
干
不
ル
ギ
ー
を
失
い
行
〈
新
雄

祇
色
農
民
大
衆
の
一
間
置
の
成
長
と
は
、
農
村
の
矛
盾
を
深
刻
他
し
、
農
村

内
部
の
山
町
立
を
複
雑
化
す
る
。
幕
末
維
新
期
に
於
け
る
新
時
波
出
身
者
自

デ
リ
ケ
ー
ト
な
動
舎
が
そ
の
具
体
的
表
現
で
も
あ
ろ
号
。

円
一
九
五
二
十
ニ
一
)

資
料
借
躍
は
岡
山
市
郡
司
辰
巳
氏
そ
の
他
の
御
好
意
に
よ
る
。

附
言E


